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時点修正資料 

本編３ページ 我が国の温室効果ガスの排出量（速報値）（資料:環境省） 

 

本編４ページ 日本での温室効果ガス（二酸化炭素）濃度の観測結果 

（資料:気象庁） 
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本編７ページ 暮らしを支えるエネルギー 

（資料:資源エネルギー庁「日本のエネルギー2010」） 
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本編８ページ 一次エネルギー国内供給の推移 

（資料:資源エネルギー庁「エネルギー白書 2013」） 

 

本編９ページ 地球温暖化推進に関する法律 

（資料:環境省「STOP THE 温暖化 2012」） 
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本編１８ページ 上田市での補助金交付状況（資料:上田市） 

 

本編２０ページ 上田市の地目別面積（資料:上田市） 
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本編２４ページ 直近５カ年の気象の状況（資料:気象庁） 

 

 

本編２４ページ 気象の平年値（上田アメダス）（資料:気象庁） 
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本編２５ページ 気象の平年値(年あたり)の近隣・全国主要都市との比較 

（資料:気象庁） 

 

本編２５ページ 人口と世帯数（平成２５年６月時点）（資料:上田市住民基本台帳） 

 

本編２６ページ 人口と世帯数の推移（資料:国勢調査） 
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本編２６ページ 上田市の年齢５階級別人口（資料:上田市） 

 

本編２７ページ 産業大分類別１５歳以上就業者数の推移（資料:国勢調査） 

 

本編２９ページ 産業分類別事業所数・従業者数の推移 

（資料:平成 13年、16年及び 18年 事業所・企業統計、平成 21年 経済センサス） 
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本編２９ページ 産業分類別事業所数・従業者数（資料:平成 21年経済センサス） 

 

本編３０ページ 農業の状況 

（資料※1「2010年世界農林業センサス」、※2「平成 24年耕地及び作付面積統計」） 
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本編３１ページ 林業の状況（資料:2010年世界農林業センサス） 

 

本編３２ページ 工業の状況推移（資料:工業統計） 

 

本編３２ページ 工業の状況（業種別）（資料:工業統計） 

 

※平成 19 年度調査

において一部調査項

目を変更したため製

造品出荷額は前年の

数値と接続しない。 
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本編３３ページ 商店数、従業員数、年間販売額の推移（資料:商業統計） 

 

本編４５ページ 長野県内のエネルギー消費量（資料:長野県） 

 

本編４６ページ 長野県全体の二酸化炭素排出量（資料:長野県） 

 

27 



本編４７ページ 上田市内のエネルギー消費（ジュール換算） 

（資料:エネルギー統計 2009年） 

 

本編４７ページ 長野県全体と上田市の二酸化炭素排出量の比較（資料:上田市） 
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本編４８ページ エネルギー部門別・消費構造の比較 

        二酸化炭素削減量の指標（資料:上田市） 
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本編５０ページ 太陽光発電のシステム価格の推移 

（資料:一般社団法人 新エネルギー導入促進協議会） 

 

本編５１ページ 各地の年間最適傾斜角による日射量（月平均） 

（資料:NEDO 月平均斜面日射量表示ソフト 1990～2009年の日射量データベース） 

 

4.40 
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本編５２ページ 上田市における太陽光システム発電可能量（資料:上田市） 

 

本編５４ページ 太陽光発電における二酸化炭素削減効果（資料：中部電力株式会社） 

本編５６ページ 太陽熱利用システムで得られるエネルギー量（資料:上田市） 
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◎ 4kW のシステム一基あたりの CO2削減効果 

年間あたり   ＝4,507kWh  ×  0.3845kg-CO2／kWh   ＝1,732kg-CO2／年 

◎ 10kWのシステムによる CO2削減効果 

年間あたり   ＝11,267kWh  ×  0.3845kg-CO2／kWh   ＝4,332kg-CO2／年 

※中部電力（株）温室効果ガス排出原単位は 0.417kg-CO2／kWh（2009 年度公表値） 

太陽光発電システムにおけるライフサイクル中の温室効果ガス排出原単位は 0.0325kg-CO2／kWh(寿命 30

年の場合；産総研報告による) 

以上より、太陽光発電は 0.3845kg-CO2／kWh の削減効果があると考えられる。 



本編５７ページ 太陽熱利用における二酸化炭素削減効果 

（資料:地球温暖化対策地方公共団体実行計画策定マニュアル） 

 本編６１ページ 風力発電における二酸化炭素削減効果（資料:中部電力株式会社） 

本編７３ページ 水力発電における二酸化炭素削減効果（資料:中部電力株式会社） 
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 ◎ 強制循環型のシステム（およそ 6㎡程度）一基あたりの CO2削減効果 

 年間あたり＝6㎡ × 134kg-CO2／㎡・年  ＝804kg－CO2／年 

 ◎ 自然循環型のシステム（およそ 3㎡程度）一基あたりの CO2削減効果 

 年間あたり＝3㎡ × 134kg-CO2／㎡・年  ＝402kg－CO2／年 

※太陽熱利用 1 ㎡あたりの温室効果ガス削減効果は 134kg-CO2／㎡・年（地球温暖化対策地方公共団体実

行計画策定マニュアルによる） 

◎ 0.5kWのシステム一基あたりの CO2削減効果 

年間発電量＝0.5kW × 0.15（設定稼働率） × 8,760時間 ＝657kWh／年 

年間削減量＝657kWh／年 × 0.417kg-CO2／kWh ＝274kg-CO2／年 

※中部電力（株）温室効果ガス排出原単位は 0.417kg-CO2／kWh（2009 年度公表値） 

小型風車によるライフサイクル中の温室効果ガス排出原単位についてのデータがないため、小型風車に

よる発電量を仮定し、その発電電力をそのまま削減効果として算出した。 

◎ 6.86kWのシステム一基あたりの CO2削減効果 

年間発電量＝6.86kW × 8,760時間 ＝60,094kWh／年 

年間削減量＝60,094kWh／年 × 0.406kg-CO2／年 ＝24,398kg-CO2／年 

※中部電力（株）温室効果ガス排出原単位は 0.417kg-CO2／kWh（2009 年度公表値） 

水力発電におけるライフサイクル中の温室効果ガス排出原単位は 0.011kg-CO2／kWh(寿命 30年の場合；

産総研報告による) 

以上より、水力発電は 0.406kg-CO2／kWh の削減効果があると考えられる。 

・設定条件 

使用水量（Q）＝0.5 ㎥／s 

有効落差（He）＝2m 

重力加速度（G）＝9.8m／s 

水車および発電機効率（η）＝0.7 (水車・発電機の機種により異なる) 

最大出力（P）＝ G × Q × He × η ＝ 6.86kW 



本編８８ページ 上田市における新エネルギー導入の重点プロジェクト 

        （太陽光発電）（資料:上田市） 

 

市内世帯 7,500戸程度 

4kw×7,500世帯＝30,000kw 

12,400 

15,918 
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本編９０ページ 上田市における新エネルギー導入の重点プロジェクト 

        （太陽熱利用）（資料:上田市） 
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本編９１ページ 上田市における新エネルギー導入の重点プロジェクト 

        （中小水力発電）（資料:上田市） 
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60kW×1基 程度 



本編９１ページ 上田市における新エネルギー導入の重点プロジェクト 

        （バイオマス利活用）（資料:上田市） 
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バイオマスタウン構想で推進 

50基程度の導入を目指す。 県・市などの補助制度の活用 

バイオマスタウン構想で推進 



本編９７ページ 上田市役所内の庁内推進体制（資料:上田市） 
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市民参加協働推進課 
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